
  

                                             

 

 

 

 

（ねらい・内容）☆3歳児 ○4歳児 ◇5歳児 ◎共通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

行事予定 

１ 月 視力検査（年長） 

２ 火 視力検査（年長） 

３ 水 （憲法記念日） 

４ 木 （みどりの日） 

５ 金 （こどもの日） 

６ 土  

７ 日  

８ 月  

９ 火 未就園児教室（いちご教室） 

10 水 夏野菜の苗植え  検尿 

11 木 絵本の貸出 

12 金 よさこいの活動②（年長） 

13 土  

14 日  

15 月 
体重測定 神楽見学（年中・年長） 

安全点検 

16 火 歯科検診（13:15～） 

17 水 ぶどうの活動（年長・年中）絵本の貸出 

18 木 
親子交通安全教室＆大祭礼大文字見学 

（弁当日） 

19 金 絵本の貸出 

20 土  

21 日  

22 月  

23 火 
よさこい③（年長）  

内科検診（13:15～） 

24 水 誕生会（9:40～） 

25 木 絵本の貸出 

26 金 
親子ふれあい遠足 

（松江フォーゲルパーク） 

27 土  

28 日  

29 月 教育実習（6／９まで） 

30 火  

31 水 避難訓練（火災） 

 

～お知らせとお願い～ 
行事について 

・１８日（木）は、園庭で親子交通安全教室を行った後、「出雲大社例大祭の大文字見学」に出かけます。詳細は、4/28配布の便り

をご確認ください。雨天の場合は、園内で親子交通安全教室と‘親子でげんきっ子タイム’をします。保護者の方も、動きやすい

服装でお出かけください。 

・２６日（金）は、大型バス 2台に乗車し、松江フォーゲルパークに出かけます。預かり保育は行いません。ご協力よろしくお願い

します。詳細は、4/28配布の便りをご確認ください。 

上履きについて 

・本日（２８日）、上履きを持ち帰ります。5月１日（月）からは、素足の生活（遊び）になります。園庭でも素足で遊びますが、園

庭用外靴は、安全確保のために履く場合もありますので、置いておきます。 

水筒の準備について 

・これから気候が良くなり、暑くなることが予想されます。５月１日（月）から、水分補給用の水筒を肩からかけて、毎朝登園しま

しょう。水筒の中は、番茶などのお茶を適量入れてください。園外保育で使用することもありますので、紐付きの水筒（長さを調

節して）をお願いします。 

新緑が美しく、爽やかな季節を迎えました。 

新年度が始まり、１ヶ月がたちました。子供たちは、少しずつ新しい環境

に慣れ、登園後には身の回りの整理をしたり、「おはようございます！」と、

元気に挨拶を交わしたりする姿が見られるようになりました。新入園児も、

職員に手伝ってもらいながら朝の準備をしたり、自分の好きな遊びを見つ

けたりして、少しずつ園生活の仕方がわかってきています。 

さて、５月は親子交通安全教室、大祭礼の大文字見学、親子ふれあい遠

足など、園外に出かける機会が多くあります。ご家庭でも引き続き、手洗

い・うがいを徹底し、生活リズムの定着を心がけていただき、子供たちが

元気に過ごせるようご協力をお願いいたします。 

～6 月の予定～ 
 
３日（土）おやじの会（園庭整備作業） 予備日１０日（土） 

５日（月）学校給食センター見学（全園児） 

９日（金）園外保育（とんぼ池…年長・年中）予備日１６日（金） 

１３日（火）未就園児教室（いちご教室） 

２２日（木）誕生会 

２４日（土）阿国顕彰会総会（年長…午後よさこい踊り発表） 

２７日（火）学年別保育公開・給食試食会（年少） 

２８日（水）学年別保育公開・給食試食会（年中） 

２９日（木）学年別保育公開・給食試食会（年長） 

 ◇毎週木曜日 絵本貸出 

 

令和５年４月２８日 出雲市立荒木幼稚園 

 

 

 今月の目標  

３
歳
児 

・保育者に親しみを持ち、喜んで登園する。              

・持ち物の始末や身の回りのことを自分でしようとする。 

・砂や水、草花や生き物に触れながら遊ぶ楽しさを味わう。 

４
歳
児 

・園での生活のきまりや身の回りの始末の仕方を覚え、自分でしようとする。 

・いろいろな遊びに興味を持ち、自分のしたい遊びを楽しんだり、友達と誘い合っ

たりする。 

・戸外で体をのびのびと動かしたり、春から初夏への自然に触れて遊んだりする。 

５
歳
児 

・自分のめあてを持ち、試したり、挑戦したりしながら遊びを続ける。 

・自分の思いを伝えたり、友達の考えを聞いたりしながら、一緒に遊びを進めて

いく楽しさを味わう。 

共
通 

・一人一鉢（ひまわり、枝豆、アサガオ等）の生長から、豊かな感性を育む。 

・畑の活動（夏野菜の栽培）を通して、心を耕す。        

 

 

 


